
 

 

今あることに感謝         校長 藤木 秀泰 

 例年なら、おめでたい雰囲気の年明けですが、今年は、能登半島地震のため、それどころではありませ

んでした。犠牲になられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被害に遭われた方々に心よりお見舞い

申し上げます。飛騨地方でも、今までに経験したことがないような強い揺れがあり、あらためて地震の恐

ろしさを感じたとともに、災害は、元日の、誰もが気を緩めているような時間でも、容赦なく起きるとい

うことを思い知らされました。 

 実は、私自身、地震が発生したとき、近くにいた人のスマホのアラームが一斉に鳴っても、強い揺れが

襲ってきても、ただ周りを見回しているだけで、命を守る行動をとることができませんでした。もし、何

かが倒れてきたり崩れてきたりしていたら、どうなっていたかわかりません。一瞬の判断が生死を分け

るとは、このことだと思います。子どもたちに訪ねてみたところ、すぐに机の下に隠れたとか、おばあち

ゃんを心配して駆け寄ったとか、しっかりとした行動をとれた人がいました。やはり、日頃から意識を高

くして、繰り返し訓練をすることが大切なので、今一度、命を守る訓練の在り方を見直していきたいと思

います。 

 さて、東日本大震災のときもそうでしたが、平和な日常生活が、ある時、一瞬にして失われてしまうこ

とへの無情感や、それに対して何もできないという無力感のようなものを、今回も感じています。「なぜ、

年に一度家族みんなが集まって幸せな時間を過ごしているこの時なのか？」「なぜ、大切な命や住み慣れ

た家やふるさとを失わなくてはならないのか？」そう思わずにはいられません。 

一方で、あらためて、何もない平穏な日々が、実はとてもありがたいことなのだということを感じま

す。「ありがたい」は、漢字で書くと「有り難い」となるように、平穏な日々は、当たり前ではないので

す。今回の地震では、学校が壊れたり避難所になったりして授業ができないケースや、家族や家を失って

それどころじゃない子どもたちもたくさんあります。その人たちは、普通に学校に通って勉強できるこ

との有り難さを感じているのではないでしょうか。そのことを、私たちも考えてみることが大切だと思

います。 

普段、子どもたちは、毎日同じように学校に来て、同じように生活しています。勉強については、やら

されているという意識があるので、中には、「おもしろくない」「面倒だ」「やりたいくない」と感じてい

る人もあるでしょう。そして、「～だから…」「～のせいで…」と勉強をしない理由を自分の外に作ってい

ることがよくあります。それは、中学生にしてみれば自然なことかもしれません。でも、今を機に、自分

が置かれている位置を見つめ直してほしいと思います。そのためには、鳥のように高いところから自分

を見つめる必要があります。そうすれば、自分が今どんなところにいるのか、どこへ進んでいるのか（ど

こへ進むべきなのか）が見えてくるでしょう。 

 それでは、どうしたら高いところから自分自身を見ることができるのかというと、元に戻って、「今こ

うしてあることを有り難く思い、感謝すること」です。今、元気でいられる自分、食べることも着ること

も住むことも不自由なくいられる自分、普通に学校に通える自分、安心して生活できる自分、など、当た

り前と思っていたことを振り返ってみてください。そこにはきっと、家族や、仲間や、学校の先生や地域

の人々など多くの支えがあるはずです。また、もしかしたら、神様のような見えない力で守られているの

かもしれません。それらのすべてに感謝することで、自分が置かれている位置がわかり、進むべき方向が

見えてくると思います。 

 年明け早々の辛い出来事を、自分の生き方を考えるきっかけに変えてほしいと願います。 

神岡中学校だより 令和６年１月号 ＜合言葉＞ 
＜学校の教育目標＞ 

自律 尊重 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事 部活 バス 

１ 木 飛騨神高３の先輩と中２と語る会 × 15:55 

２ 金 １年生出張美術館授業 × 15:55 

３ 土    

４ 日    

５ 月 
1,2 年生後期期末テスト 
1,2 年生早帰り 

× 
12:50 
14:50 

6 火 1,2 年生後期期末テスト 〇 17:00 

7 水  〇 16:30 

8 木 
全国中学校スキー大会男子回転 
（３年生岡田康汰くん出場） 

× 15:55 

9 金 第３回漢字検定(16:00～神小) 〇 17:00 

10 土 
東海ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｺﾝﾃｽﾄ ﾌﾙｰﾄ三重奏 
（２年生新家伶美さん出場） 

  

11 日 建国記念の日   

12 月 振替休日   

13 火  × 14:50 

14 水 
探 Q 発表会(授業参観・懇談会) 
学校運営協議会 

× 14:50 

15 木 飛騨吉城特別支援学校高等部入学検査 × 15:55 

16 金  〇 16:30 

17 土 市図工美術作品展(～25 日まで)   

18 日    

19 月 1,2 年生三者懇談(1,2 年早帰り) × 
14:10 
15:55 

20 火 1,2 年生三者懇談(1,2 年早帰り) × 
14:10 
15:55 

21 水 1,2 年生三者懇談(1,2 年早帰り) × 
14:10 
15:55 

22 木 1,2 年生三者懇談(1,2 年早帰り) × 
14:10 
15:55 

23 金 天皇誕生日   

24 土    

25 日    

26 月  × 14:50 

27 火 ３年生を送る会 〇 17:00 

28 水  〇 16:30 

29 木  × 15:55 

 
 
 
 
 

  
神中の年末恒例行事。国語の書写の学習の一環で、

講師の南智子さんから全学年が書初め用の習字指導
を受けました。自分が選んだ新年の決意の言葉を真剣
に書き、２時間で全員が書き上げました。 
冬休みの宿題だった書初めは、現在各クラスの廊下

掲示として貼られています。 

１２/２１(木)、２２(金) 全校習字教室 

 
 
 
 

 
 
 
冬休みが終わる最終日、さくら学級のメンバーが朝

から登校し、勤務中の教職員のために、おでんを調理
してふるまってくれました。 
材料の大根は、さくら２組生徒が学校敷地内の畑で

育て、収穫したものです。よく煮込まれて味が染みた
おでんは、寒い体を温め、私たちに活力を与えてくれ
ました。自分たちが育てたもので調理し、会計、配膳、
洗い物まで仲間と協力してやりきりました。「生きる
力」を体験的に養う、素敵なさくら食堂、つくってく
れたさくら学級のみなさんに感謝です。 

 
 
 
 
 
 
こちらは音楽の和楽器の学習の一環で、１年生を対
象に箏（こと）教室が開催されました。 
長年箏を演奏されている中村幸代さんと、森本三枝
子さんを講師に迎え、二人一組で箏を演奏しました。
最初は慣れない様子でしたが、優しく丁寧にご指導
いただき、校舎内に厳かで雅な音が響き渡りました。
地域の様々な方から授業支援をしていただき、技術
や伝統を子どもたちにつないでいただけることは、
本当にありがたいことです。 

１/２２（月） １年生箏教室 

２月行事等について 
◇探Ｑ発表会 … ２月１４日(水) 

以前お知らせの通り、一年間取り組んできた探 Q 学 
習の成果発表を以下の日程で行います。発表は一般公 
開ですので、皆様ぜひご参観ください！ 
■探Ｑ発表授業参観 ５,６時間目 13:10～ 教室他 
■学級懇談会    14:40～各教室 

◇３年生を送る会 … ２月２７日(火) 
以下の２部構成で、こちらも地域の一般の方も参観

可能です。思いを伝え合い、つなぐ生徒らをぜひご参
観ください！ 
■３年生と語る会 ５時間目 13:05～13:55 各教室 
■３年生を送る会 ６時間目 14:05～15:00 体育館 

２月の行事予定 

 

受賞等について一部ご紹介！ 
 
＜岐阜県アンサンブルコンテスト飛騨地区大会＞  

金管八重奏 金賞   中西 凛花 
フルート三重奏 金賞 新家 伶美 

 
＜岐阜県アンサンブルコンテスト岐阜県大会＞  

金管八重奏 銀賞   中西 凛花 
フルート三重奏 金賞 最優秀賞 新家 伶美 

 
＜中体連スキー競技 岐阜県大会＞ 

回転の部 ２位    岡田 康汰 
 

県大会で最優秀賞を受賞した吹奏楽部の新家さんは
2 月 10 日に東海大会に、スキー部の岡田くんは 8 日に
全国大会に出場します！ 神中の、そして岐阜県の代
表として、精一杯頑張ってきてください！ 

１/10（火） さくら食堂 

お知らせ 
桒田 子養護教諭が１月２９日より産休に入り、同日より
今年度の終わりまで、山本啓子先生に勤務いただいていま
す。ご承知おき願います。 


